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9
月
21
日
の
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
に
ち
な
み
、
県
で
は
９
月
を
認
知
症
予
防
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
萩
市
で
も
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
関
心
を
持
っ
て
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

以
前
は
「
痴
呆
」
と
呼
ば
れ
、
75

歳
以
上
で
は
約
１
割
、
85
歳
以
上
で

は
４
人
に
１
人
に
そ
の
症
状
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
超
高
齢
社
会

を
迎
え
る
日
本
に
と
っ
て
、
最
重
要

課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
７
月
「
認
知
症
の
医
療

と
生
活
の
質
を
高
め
る
緊
急
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
報
告
書
に
よ
る
今
後
の

施
策
の
基
本
方
針
に
は
、
五
つ
の
柱

が
あ
り
ま
す
。

実
態
の
把
握
　

認
知
症
の
人
が
ど
れ
だ
け
い
る
の

か
、
有
病
率
に
つ
い
て
平
成
22
年
度

を
目
処
に
全
国
推
計
を
出
す
こ
と
。

研
究
・
開
発
の
促
進

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
有
効
な
予

防
法
や
早
期
診
断
技
術
の
研
究
や
、

根
本
的
な
治
療
薬
を
10
年
以
内
に
実

用
化
す
る
こ
と
。

早
期
診
断
の
推
進
と
適
切
な
医
療
の
提
供

か
か
り
つ
け
医
が
早
く
見
つ
け
、

専
門
医
に
つ
な
ぐ
こ
と
。

適
切
な
ケ
ア
の
普
及
と
本
人
・
家
族
支
援

認
知
症
の
ケ
ア
と
医
療
と
の
連
携

な
ど
、
地
域
に
お
け
る
態
勢
を
整
備

す
る
こ
と
。

若
年
性
認
知
症
対
策

い
わ
ゆ
る
現
役
世
代
で
発
症
す
る

の
で
経
済
的
な
面
も
含
め
、
生
活
上

生
じ
る
大
き
な
困
難
に
対
処
す
る
こ

と
。認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
認
知
症

を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、

認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る
応
援
者
が
地
域
に
増
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

そ
こ
で
今
、
こ
う
し
た
応
援
者

（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
）
の
養
成
講
座

が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
の
輪
が
広
が
り
、

萩
市
で
は
養
成
講
座
63
回
、
２
３
４

１
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
て
い

ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で

は
、
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
講
師

（
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
）
が
出
向
き
、

認
知
症
の
原
因
や
症
状
、
予
防
方
法
、

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
の
仕
方
な
ど

の
基
礎
知
識
を
分
か
り
や
す
く
学
び

ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。
町
内
会

や
職
場
、
趣
味
グ
ル
ー
プ
、
友
人
同

士
で
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

誰
に
も
起
こ
り
得
る

脳
の
病
気
で
す
。

厚
生
労
働
省
が

緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
表
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

数
多
く
誕
生
し
て
い
ま
す
。

山口銀行萩支店でのサポーター養成講座
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昭
和
61
年
、
県
下
一
斉
に
始
ま
っ
た
「
福
祉
の
輪
づ
く
り
運
動
」。
こ
れ
は
、「
困
っ
た
と
き
に
お
互
い
に
助
け
合
え

る
地
域
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。
福
祉
員
は
、
こ
の
推
進
役
と
し
て
期
待
さ
れ
、
今
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
や
見
守
り
活
動
、
会
食
会
な
ど
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

本
会
が
委
嘱
し
て
い
る
福
祉
員
は
、

約
50
世
帯
に
１
名
程
度
と
し
、「
民
生

委
員
や
町
内
会
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
、

町
内
会
や
民
生
委
員
な
ど
と
協
働
し

て
地
域
福
祉
の
推
進
に
あ
た
る
者
と

し
、
任
期
は
２
年
で
、
再
任
は
妨
げ

な
い
。」
と
し
て
い
ま
す
。
萩
市
に
は

５
０
５
名
の
方
が
い
ま
す
。

そ
ん
な
福
祉
員
に
は
、
次
の
よ
う

な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

ア
ン
テ
ナ
役

ひ
と
り
暮
ら
し
で
話
し
相
手
が
い

な
い
、
子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
よ
う

だ
な
ど
、
地
域
の
中
で
生
活
の
し
づ

ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
、
気
に
な
る

こ
と
な
ど
身
近
な
福
祉
問
題
を
発
見

し
ま
す
。

関
係
者
へ
の
連
絡

福
祉
問
題
を
把
握
し
た
ら
、
民
生

委
員
な
ど
の
関
係
者
に
連
絡
し
ま
す
。

関
係
者
が
連
携
し
て
支
援
活
動
を
効

果
的
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、
共
通

認
識
が
必
要
で
す
。

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
要
と
し
て

声
か
け
や
見
守
り
支
援
活
動
に
参
加

す
る
な
ど
、
問
題
解
決
の
実
践
者
で

も
あ
り
ま
す
。

地
域
内
で
の
支
援
活
動
へ
の
参
加

ふ
れ
あ
い
･
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や

町
内
会
福
祉
部
活
動
な
ど
の
推
進
役

で
も
あ
り
ま
す
。

住
民
へ
の
福
祉
活
動
参
加
の
働
き
か
け

小
地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

や
支
援
活
動
を
幅
広
く
展
開
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

参
加
が
必
要
で
す
。
福
祉
員
は
リ
ー

ダ
ー
役
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ

の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

福
祉
に
関
す
る
情
報
提
供

福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
住

民
か
ら
の
要
望
や
苦
情
を
関
係
機
関

に
伝
え
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
協
力

地
域
に
お
け
る
本
会
の
よ
き
理
解

者
で
あ
り
、
原
動
力
で
あ
っ
て
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
大
き
な
存
在
で
す
。

福
祉
員
の
主
な
役
割

小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
者
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故郷へ帰りたいと大阪か
らむつみに帰り、早いもの
で14年が経ちました。
故郷に帰ってじっとして

いても仕方がない。大阪で
培ったノウハウを活かして
地域の皆さんが楽しく集う
場「歌声喫茶こぶし」をオ
ープンしました。今では鈴倉サロンも開き、地区の
方からは大変喜ばれています。また、グラウンドゴ
ルフ大会こぶし杯では、近隣の市町からも参加され
るほどになりました。
何か地域の役に立ちたい。地域の活性化につなが

ればうれしいです。しかし、後継者がいないという
不安もあります。高齢にはなりましたが、働くこと
に生きがいを感じ、働く中に楽しみを見つけ、ここ
に集まる皆さんとのふれあいを大切にし、今はむつ
み地域に感謝するばかりです。

地域の交流の場として

（むつみ・鈴倉／84歳）

早川シヅエさん

平成15年から、地区の公
会堂で始めたサロン「榎屋
矢柄会」の世話人をしてい
ます。
毎回、食推のヘルスメイトさんと、手作りの昼

食を準備し、楽しくお喋りしながら食事をしてい
ます。ひとり暮らしや日中一人の方が、バランス
の取れた食事ができるように心掛けています。
サロンに参加された方が、「今日は楽しかったね

ー、次はいつ」と喜んで帰られる姿にふれあいの
大切さを実感しています。これからも、地域の皆
さんの協力を得ながら、活動していきたいと思い
ます。

皆さんに支えられて

（福栄・榎屋／77歳）

久光瑠美子さん

それまでマラソンをして
いましたが、37歳のときに
足を痛めたのがきっかけと
なり、40歳の頃から本格的にカヌーを始めました。
このきれいな阿武川の大自然の景色を見ながら下
るカヌーは最高です。
こどもジャンボリーやこども会のキャンプを通

じて、カヌーを教えています。日頃、スポーツが
苦手なこどもでも、カヌーをすると笑顔で帰って
いくのが、とてもうれしいです。
来年は、川上で国体のカヌーが行われますが、

いろいろな人にカヌーを楽しんでいただきたいと
思っています。休日に川上に来て家族で一緒にカ
ヌーをやりましょう！

カヌーってたのしいよ！

（川上・共栄／59歳）

厚東　高男さん

「おはようございます！」
今日も一日、元気なこども
たちの声から始まります。
佐々並スクールバスの運

転を始めて８年。いつもの
時間にいつもの場所で乗る人の姿が見えなければ
気になり、いつもの畑にいつもの人が畑仕事をし
ている姿が見えなければ、これもまた無性に気に
なり、家の明かりが付いているのを確認して「ほ
っ」とする。そんな「佐々並のいつもの変化」を
気にしながらバスを走らせています。
雨風で木が倒れていれば、のこぎりを持ち出し、

猿が出れば地域の人に伝え、時には花火で追い払
い、道の草が伸びれば草刈機を抱え、ゴミがあれ
ば拾う。皆さんが「いつもの暮らし」ができるよ
うに、地域をくまなくパトロールする毎日です。

地域をくまなくパトロール

（旭・久年／52歳）

能美　寿三さん
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須佐支部老人クラブ
第２回ペタンク大会。
梅雨の合間の晴天に、
43名の会員が集まり、
楽しく交流しました。

今年のスローガンは、「頑張ろ
う仲間とともにピアリンピッ
ク」。障がいのある方とボラン
ティアあわせて約300人が、
スポーツで汗を流し楽しく過
ごしました。

平成７年から始まった老
人クラブの料理教室。今
では男性会員も見事な腕
前で料理をこなします。

会員の交流と社会参
加を目的に行う田万
川身体障害者更生会
のリフレッシュ教
室。「楽らく会」の
皆さんによる舞踊と
歌に心癒やされまし
た。

萩

川
上

福
栄

旭

須
佐

つ
み

む

万
川

田

須
佐

萩

川
上

福
栄

旭

須
佐

つ
み

む

万
川

田

福
栄

萩

川
上

福
栄

旭

須
佐

つ
み

む

万
川

田
万
川

田萩

川
上

福
栄

旭

須
佐

つ
み

む

万
川

田

つ
み

む

萩萩

川
上

福
栄

旭

須
佐

つ
み

む

万
川

田

萩

福栄支部老人クラブは、い
つまでも健やかに過ごせる
ために、健康教室を年４回
開催しています。第１回目
は、生活体力（日常生活で
必要な動作能力）を測定し、
転ばない体をつくるための
体操を学びました。

介護者のつどいでソ
ーセージ作りをしま
した。初めての体験
とあって、色々な形
になり、終始笑いの
絶えない楽しい時間
でした。味も良かっ
たです！

萩

川
上

福
栄

旭

須
佐

つ
み

む

万
川

田

川
上
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ご 芳 名 ご　住　所 備　考 寄 附 額 指 定 寄 附ご 芳 名 ご　住　所 備　考 寄 附 額 指 定 寄 附

坂辻美樹治 玉江浦１区の２妻／笑美子 金一封

山富いすづ 見島12区 伯父／邦男 金一封 １件 金一封

長田　久夫 見島９区 長女／香絵 金一封 ２件 金一封

石永　八郎 河添の１ 母／常子 金一封 １件 金一封

中村　惠 細工町 夫／一男 金一封

瀧　隆美 古萩町の２ 母／キミエ 金一封

村木　治男 香川津の１ 妻／京子 金一封 １件 金一封

匿名 50,000円

藤田　仁 青海 父／芳治 金一封 １件 金一封

山根　雅樹 三見河内 父／貞友 100,000円

幸　健一郎 椿 母／キヨ子 金一封 １件 金一封

河林　保子 江向３区の３ 母／公子 金一封

福田　利之 宇部市床波 父／　男 金一封

岩崎　勝彦 見島８区 母／タケコ 金一封 ６件 金一封

中村　博子 見島３区 夫／三郎 金一封 １件 金一封

松田　竜己 平安古西区の２父／正治 金一封 ２件 金一封

古本由利子 下五間町の１ 夫／光然 300,000円 4件 200,000円

中野扶紀枝 川島３区の２ 夫／洋助 金一封 １件 金一封

上野　元子 河添の１ 夫／信之 金一封 １件 金一封

藤田　謙藏 金谷の１ 母／喜代子 金一封

野村新太郎 玉江１区の１ 母／　子 金一封

植村　潤治 三見石丸 父／清 金一封 １件 金一封

井町　幹夫 浜崎１区の１ 母／益子 金一封 １件 金一封

石津　和子 平安古東区の３ 夫／敬史 200,000円 ２件 100,000円

村木　勇 玉江２区の１ 妻／シヅ子 金一封 １件 金一封

藤田　民江 上五間町 夫／嘉行 金一封

吉光　一重 後小畑の１ 次女／由利子 金一封 １件 金一封

関屋　秀男 前小畑２区の２ 父／久詞 金一封

古谷ハル子 大井港浜の１ 夫／勇一 金一封 １件 金一封

青木　智栄 江向２区の２ 父／三村俊人 金一封

吉村　與一 椎原の１ 父／秀三郎 金一封

木本　哲代 後小畑の１ 夫／嘉明 50,000円

小泉　藤枝 川島３区の１ 次男／和昭 金一封

亀屋　育子 船津の２ 夫／精二 金一封 １件 金一封

橋　英治 上野の２ 父／義治 金一封 １件 金一封

森本　正志 玉江浦１区の１母／スミ子 金一封 １件 金一封

河上　武由 山田１区 母／キミ子 金一封

金子　善路 倉江の１ 長男／泰啓 金一封 １件 金一封

國光　良一 大島沖手 父／充一 金一封 １件 金一封

田邉　薫 玉江浦１区の３ 父／彌太郎 金一封 ２件 金一封

横田　米子 見島７区 夫／好弘 金一封 ２件 金一封

横山　勇 佐古 母／克子 金一封

金子　基且 杣木谷 母／スミエ 金一封

土田　龍夫 佐古 母／ヒロエ 金一封

小田　富男 丸山 妻／チヱ子 金一封

松野　泰之 小川12区 父／眞人 金一封

原　ゆり子 愛知県愛西市 夫／宏 金一封

宮内　敏男 小川22区 養父／斌 金一封

藤井　一民 松崎 父／稔 金一封

中村　安雄 小川７区 母／隆江 金一封

鉄夫 湊 妻／トシ子 金一封

岩本　輝男 小川13区 父／邦槌 金一封

津　正義 要二 妻／和子 金一封

藤井　一郎 下領 母／綾子 金一封

藤本　哲子 中郷 夫／聞輔 金一封

矢次　一夫 花見 父／茂 金一封

福田　治 山口市東山1丁目 祖父／久原松市 金一封

内山　啓子 山根丁東 夫／喜八郎 50,000円

中野　紀夫 中津 母／ツチヨ 金一封

江川　文子 青葉台 母／トメ 金一封

増野　良子 まてかた 夫／義明 金一封

松本　岩治 野頭 父／元槌 金一封

竹本　正夫 下三原下 母／ミサ子 金一封

小林ハツ子 神奈川県横浜市 夫／正典 金一封

矢田　健 弥富10区 義姉／品川ヒサコ 金一封

堀　茂一 古戦場 父／清定 金一封

山本　茂美 釿切 父／和敏 100,000円

林　日出夫 山口市 父／巖 金一封

吉山　忠 長瀬 父／明 金一封

齊藤　俊博 下横瀬 母／ミツオ 金一封

藤谷　弘美 久年 母／フミコ 金一封

藤家　賢昭 久年 母／菫子 金一封

阿武　祥司 下莚野 父／利一 金一封

片山　泰子 栗原 夫／貴夫 金一封

矢次　松美 金峯 母／シズ子 金一封

萩

田　　万　　川

む　　つ　　み

川　　　　　上

敬称は省略させていただきます
掲載について　平成22年5月1日～6月30日

須　　　　　佐

福　　　　　栄

旭



匿名 3,000円

匿名 3,000円

（株）柚子屋本店 越ヶ浜５区 10,000円

平安古伝建地区保存会 5,000円

50,000円 １件 50,000円

匿名 3,000円

国際ソロプチミスト萩 10,000円 １件 10,000円
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ご　芳　名 ご 住 所 備　考 寄 附 額 指 定 寄 附

萩

田　万　川

善意銀行は、地域福祉活動推進の貴重な財源となっています。どうかご協力ください。

萩グラウンドゴルフ協会 15,000円

下本郷 金一封

大光寺ほたるまつり吉部大光寺 金一封

山田ほたるまつり山田 金一封

中村　博 高山 見舞返し 金一封

ご　芳　名 ご 住 所 備　考 寄 附 額 指 定 寄 附

む　つ　み

須　　　佐

紙パンツ、紙オムツ、尿とりパット他 河林　保子 江向３区の３

内　　　　容 ご　芳　名 ご　住　所

萩

書き損じハガキ（106枚） 匿名

紙おむつ（2袋） 神崎　良昭 牛地

内　　　　容 ご　芳　名 ご　住　所

旭

田万川地域ゴルフ
大会実行委員会

1978年に始まり、33回目となる24時間テレビ。今
年のテーマは、「ありがとう～今、あの人に伝えたい
～」。言わなくてもわかっているだろう、照れくさく
てなかなか言葉にできないことも多い「ありがとう」。
しかし、この言葉がなかったら･･･。
同い年の私も、相手のことを想って「ありがとう」

と伝えてみようと思います。家族や友人、ご近所、そ
してあちらこちらに｢ありがとう｣のやさしさが溢れる
ステキな町でありたいですね。（た）

編　集　室

第5回しあわせ写真コンテスト
日常の生活の中にある笑顔、ふれあい、助け合い、

交流など、しあわせ(福祉)を題材として撮影された写
真の募集を行っています。
●募集期間 7月1日～8月31日
●規　格 ワイド4つ切版、4つ切版、Ａ4版。

カラー、白黒、タテ、ヨコ位置は自由。
●要　項 ①3年以内に撮影した自作品で、未発表のもの

②応募作品は、返却しません
③応募料は、無料

●表　彰 入賞作品（15点程度）を選び、賞状及び副
賞を授与。第6回萩市社会福祉大会（10月
2日予定）で表彰。

●応募先 カメラのアート商会、カメラのキタムラ萩
店、萩市社会福祉協議会本所・各事務所

映画「ぼくはうみがみたくなりました」上映会
ひとりの自閉症の青年と、その周囲の人々がおりな

す、心温まるヒューマン・ドラマ。原作は、自閉症児
の父親である脚本家・山下久仁明が書き下ろした同名
の小説。映画を通して、自閉症のことを考えてみませ
んか。
●日　時 8月22日（日）14:00～、18:30～
●会　場 萩市民館大ホール
●入場料 大人　500円（当日600円）

高校生以下　200円（当日300円）
●問合せ 萩市障害者生活支援センター

TEL24-5858 FAX24-5511

社会福祉の領域においても民間の社会福祉活動の強化が叫ばれ、行政任せにするの
ではなく、市民の側から自主的、主体的に福祉活動を興し、住民の力を結集して福祉
コミュニティづくりをすすめる団体が社会福祉協議会です。これが、社会福祉協議会
が『住民会員制』をとらせていただいている理由です。
社会福祉協議会は設立以来、住み慣れた地域で誰もが安心して豊かに暮らしたいと

いう願いを叶えるために、地域住民一人ひとりが地域社会を構成する一員として、住
みたいと思えるような風土や支え合いの仕組みづくりを推し進めてきました。少子高
齢社会や人間関係の希薄化が叫ばれる現代、人とひとのつながりを再構築し、住民主
体の助け合いの仕組みづくりを創っていくことが、今後ますます重要になってきてい
ます。
今年も、どうぞ趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

一般会費　一口 500円

団体会費　一口 2,000円

法人会費　一口 3,000円

賛助会費　一口 1,000円

社協会員会費にご理解をお願いします。

ＮＰＯ法人北浦
音楽芸能文化協会

前号7ページに、次のとおり住所に誤りがありましたので、お詫び申し上げ、訂正いたします。
（正）徳佐高等学校高俣分校同窓会　むつみ高俣　　（誤）山口市阿東
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萩
の
海
で
障
が
い
の
あ
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、『
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ダ
イ
ビ
ン
グ
中
国
大
会
in
萩
』
と
い
う
活
動
を

行
っ
て
、
今
年
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。
過
去
の

参
加
者
を
見
ま
す
と
、
北
は
岩
手
か
ら
、
南
は

沖
縄
ま
で
と
非
常
に
広
範
囲
か
ら
多
く
の
方
が

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
萩
の
海
に
感
動
し
、
こ

の
活
動
に
よ
り
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
共

に
生
き
る
）
を
実
感
さ
れ
、
思
い
を
胸
に
次
な

る
再
会
を
約
束
し
て
帰
っ
て
行
き
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
体
験
活
動
支
援
協
会
　
理
事
長

錦
織
　
秀
治

発
行
　
社
会
福
祉
法
人
　
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
http://w

w
w
.hagi-shakyo.or.jp/

〒
758-0041  萩

市
江
向
356

－
3
T
E
L
0838－

22－
2289

F
A
X
0838－

22－
2026

【
本
　
　
所
】
0838-22-2289

【
川
上
事
務
所
】
0838-54-2645

【
田
万
川
事
務
所
】
08387-2-0277

【
む
つ
み
事
務
所
】
08388-6-0237

【
須
佐
事
務
所
】
08387-6-2204

【
旭
事
務
所
】
0838-56-0856

【
福
栄
事
務
所
】
0838-52-0338

こ
の
萩
の
海
が
キ
レ
イ
な
こ
と
。
地
元
の
皆

さ
ん
は
気
付
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
こ

の
海
を
キ
レ
イ
な
ま
ま
、
次
の
世
代
に
残
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
多
く
の
方
々
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
優

し
い
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
も
、
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
福
祉
を
は
じ
め
、
水
産
、
医
療

な
ど
の
関
係
機
関
や
団
体
、
多
く
の
個
人
の

方
々
の
支
援
に
よ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

萩
の
海
の
素
晴
ら
し
さ
と
、
萩
の
皆
さ
ん
の

パ
ワ
ー
に
よ
り
、
今
年
も
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

く
運
び
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
８
月
７
日

（
土
）
の
午
後
、
後
小
畑
の
美
萩
ビ
ー
チ
で
ダ

イ
ビ
ン
グ
を
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
８
日
、
９
日
は
ボ
ー
ト

で
海
に
出
る
た
め
、
定
員
や
安
全
管
理
面
か
ら

ボ
ー
ト
で
の
同
行
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

港
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
次
回
か
ら
の
参
加
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
な
ど
を
港
の
ス
タ
ッ
フ
に

お
聞
き
い
た
だ
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
他
に
『
サ
ン
ゴ
や
海
生
生
物

の
保
護
と
環
境
を
守
る
活
動
』、『
発
達
障
害
児

（
者
）
の
水
辺
活
動
を
通
じ
て
の
支
援
活
動
』

を
柱
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
温
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

縁
あ
っ
て
萩
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
達
の

活
動
に
よ
り
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
お
返
し
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。


